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市役所に流れる名曲

市役所コンサ
ートが７月４日

ロビーで催さ
れ、フルーティ
ストの池田佳月
さんと作曲家で
ピアニストの大政直人さんの東京藝術大学大学院
出身の２人が、バッハ「アリア」、エルガー「愛
の挨拶」、モンティ「チャルダッシュ」などクラ
シックの名曲に加え、「美女と野獣」などのディ
ズニー作品や「たなばたさま変奏曲」など８曲を
演奏。市役所を訪れた多くの人が足を止めてロビ
ーに流れる見事な生演奏に聴き入っていた。
このコンサートは音楽の街－狛江エコルマ企画
委員会が企画しているもので、40回を数える。
問い合わせは☎3430-4106一般財団法人狛江
市文化振興事業団。

音音音楽楽楽ののの架架架けけけ橋橋橋

音音音楽楽楽ののの架架架けけけ橋橋橋
池田さん（左）と大政さん

熱中症対策標語コンテスト
子どもが考えた33作品表彰
「狛江市熱中症対策標語コン
テスト」（大塚製薬株式会社主催、
狛江市・狛江市教育委員会共催）

学校体育館で催された。
子どもはもちろん、家庭でコミ
ュニケーションを取りながら熱中
症について考えるきっかけにして
もらおうと昨年に続いて開催し
た。市内の小・中学生を対象に熱
中症に対して感じたこと、思って
いることや情報、自身の経験など

品から小学校低学年、小学校高学
年、中学生の３部ごとに11作品、
合計33作品を選んだ。
主催者では今後、公共施設やス
ーパーなどに受賞作品を掲示し、
熱中症への注意を呼びかける。
最優秀賞の標語は「高れい者　

小（」にずれ忘　のるけつーラーク
学校低学年の部・狛江第一小学
校２年繁田遙翔さん）、「『後で飲
もう』　気づいた頃には　もう遅

学小泉和・部の年学高校学小（」い
校６年西村悠希さん）、「『大丈夫』

の校学中（」り取命　が言一のそ　
部・狛江第一中学校１年長谷川大
和さん）。

人気のスポーツフェスタ
五輪代表もやさしく指導
こまえスポーツフェスタ2025

（狛江市教育委員会主催）が７月５

小学生が日頃体験できないスポ
ーツに触れ、その楽しさを見つけ
てもらおうと市教委が企画、専修
大学スポーツ研究所の協力で催し

たもので、今年で3回目。
市内の小学３～６年生
延べ80人が参加、陸上、
バレーボール、テニス、
バスケットボール、バド
ミントン、レスリング、

ボクシング、フットサルの８競技
から２つの競技を選び、大学生か
ら指導を受けた。全日本クラスで
活躍している選手も多く、パリ五
輪のボクシング日本代表の原田周
大選手は、基本的なパンチの方法
などを子どもたちにやさしく指導。
参加した子どもたちは目を輝か
せ、汗を流しながら熱心に取り組
んでいた。

31日にこまえ平和フェスタ
戦後80年迎え朗読劇や講演
こまえ平和フェスタ2025（こ
まえ平和フェスタ実行委員会主催、
狛江市・狛江市教育委員会など後

～４時
にエコルマホールで催される。
今年は戦後・被爆後80年に加
え、20回の節目となるのにちな
んで、日本原水爆被害者団体協議
会初代理事長の森瀧市郎さんの娘
で核兵器廃絶をめざすヒロシマの
会共同代表森瀧春子さんの講演
「核と人類は共存できない」、平和
フェスタ合唱団による合唱構成
「ぞうれっしゃがやってきた」、ガ
ザの現状から被爆に触れる創作朗
読劇などを行う。入場は無料だが、
会場で募金を行う。

～

で、平和を願う絵手紙、川柳、俳
句などの公募作品と「原爆の絵」
などを展示する。
問い合わせはFAX3480-7477 
Ｅメール web-mail@komae-
heiwa-fes.clean.toこまえ平和
フェスタ実行委員会　西尾さん。

狛江の初夏の味に人気
えだまめ祭りに行列

「えだまめ祭り」（狛江市都市
農政推進協議会主催）が狛江市役

狛江の初夏
の特産品として親しまれている新
鮮な枝豆が通常より安く買えるた
め人気が高く、開始前から販売テ
ントの前に行列ができ、両日とも
用意した枝豆は30分ほどで売り
切れた。

市役所ロビーに七夕飾り
絵手紙の短冊に願い込め
「世界が平和になるように」な
ど様々な願いをかいた絵手紙約
300枚をつるした七夕飾りが6月

まで市役所
２階ロビーに展示され、訪れた人
たちは足を止めて見入っていた。

ひろばが催され、参加した約20人
が「絵手紙発祥の地－狛江」実行
委員会委員の指導で短冊に思い思
いの絵や文字をかき笹竹に飾った。

かわせみコンサートが20周年
平成17年から市民が企
画・運営し谷戸橋地区セン
ターで催している「かわせ
みコンサート」が20周年
を迎える。
同センター開設に携わった住民が、開館に合わせ

「音楽の街－狛江」にふさわしい生の音楽に触れるコ
ンサートを定期的に開こうと始めた。当初は運営協
議会が年４回催していたが、出演希望者が増えたた
め、実行委員会（神原章造代表）を結成して月１～
２回開催、入場無料で来場者の寄付で運営している。
ジャンルは洋楽、邦楽を問わず多彩で、毎回約80の
客席がほぼ埋まるほどの人気。神原さんは「献身的
に活動するスタッフや多くの人に恵まれて20年続
けられた。これからも裏方を支える後継者を育てな
がら続けたい」と話している。

りの「DUO田中橋」のピアニスト田中梢さんと田
中舞さん親子によるコンサートを開催する。
問い合わせ☎080-1282-8166神原さん。

DUO田中橋

ボクシングを指導する原田選手

朗読劇の練習 絵手紙の短冊をかく参加者

狛江特産品の枝豆に人気

熱中症対策標語コンテストの受賞者たち

焼き鳥に加え和洋折衷の
手作りの創作料理が人気の
家庭的な雰囲気の居酒屋。
オーナーの手塚麻衣さん

（42）は子どもの頃から料
理が好きで、飲食店を開く
のが夢だったという。18歳
から住んでいる狛江で周囲
の多くの人からの応援があり、14
年前の28歳で念願の店を持った。
「若い人が毎日でも気軽に通える
地域密着の店」をコンセプトにし
て、祭りでみこしを担いだりして
地元の人との交流を深めている。
メニューは40種余りを数える
が、その多くが手塚さんが工夫し

た創作料理だ。材料は川崎市中央
卸売市場北部市場で仕入れた旬の
魚介類と狛江産の野菜を使うほ
か、時にはお客が釣ってきた魚を
その場で調理して出すこともあ
る。
平成28年に狛江市が行ったヌ
ードル逸品コンテストに出品した
ミニ鳥ラーメンは、つくねと皮を
仕込む時に出たスープのさっぱり
した味がシメにぴったりと好評
だ。秋から冬にかけて提供するお

でんも人気が
高い。
また、日本

酒や焼酎などをそろえているほ
か、品質などの管理が優れたビー
ルを提供する店としてメーカーの
認定を受けている。
テーブルとカウンター合わせて
16席ほどの店内は、様々な年代
の人でいつもにぎわってる。
手塚さんは「毎日違ったメニ
ューを提供するようにしているの
で、夕食のつもりで気軽に立ち寄
って」と話
している。
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☎3488-1641　和泉本町2-34-21　営業＝午
後5時～12時　日曜と不定休（８月は２～5日）

居酒屋四ツ葉居酒屋

手塚さん

手作りにこだわった家庭的な創作料理
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MENU（税込）
❶ねぎとろ（のり付）￥680❷焼き
鳥￥150 ～❸みょうがナムル￥420
❹島とうがらし入玉子焼き￥580❺
狛江産枝豆￥580、うずら煮￥380、
唐揚げ￥680、ミニ鳥ラーメン￥480、
焼きそば￥680、親子丼￥680、き
のこグラタン￥780


